












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































集字海大成」は，元文 3年（1738），元文 5年（1740）の他，文化 11年（1814）にも刊行されている。





（7） 『往来物大系』「語彙科往来」（第 13巻～ 20巻），『重宝記資料集成』（第 10巻～ 13巻），『節用集大系』
（全 100巻）の調査による。
（8） 土屋信一（2009）の「式亭三馬の江戸語観」で紹介された影印（p.93～ 96）を使用した。
（9） 『日葡辞書』（1603～ 04）には「Vocame　ヲゥカメ（狼）　狼．」，また『天草版伊曾保物語』（1593）
にも「Vocame」とあり，「狼」の発音は，片言の方が使用されている。当時の「狼」の日常的な発
音を考える上で興味深い。
（10） この異同に関しては，坂梨隆三（1977）で詳細な研究がなされているので，本稿では取り上げない。
（11） 注 5にあげた『重宝記資料集成』，『節用集大系』，『往来物大系』を参考にした。
（12） 白木・岡野（1979）では『男重宝記』の「片言なをし」『世話重宝記』の「世話のかた言」と安原貞
室の『かたこと』，『浮世鏡』との比較を行い，両資料が『かたこと』『浮世鏡』の影響を強く受けて
いる点を述べている。
（13） 『男重宝記』は長友千代治校註『元禄若者心得集　女重宝記・男重宝記』（1993）の活字版を使用し
たが，『重宝記資料集成　第十一巻　「教養・教習 2」』（2006）所収の『新板増補男重宝記』（元禄 15
年版）の影印も参考にした。『ゑ入世話重宝記』は『重宝記資料集成　第十一巻　「教養・教習 2」』
（2006）所収の影印を使用した。『七ツいろは』は『往来物大系　第 13巻』（1993）の影印，『文章指
南重宝記』は『重宝記資料集成　第七巻　「往来物 2」』（2005）所収の影印を用いた。
193
「かまど詞大概」の語彙
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